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紅葉を見に行こう 特集

　
秋
が
深
ま
り
、
木
々
が
色
づ
く
季
節

を
迎
え
ま
す
。
爽
や
か
な
季
節
に
な
り
、

体
を
動
か
す
に
も
心
地
い
い
時
季
で
す
。

登
山
や
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
、
キ
ャ
ン
プ
な

ど
を
し
な
が
ら
紅
葉
を
楽
し
む
こ
と
が

で
き
ま
す
。
天
気
の
良
い
日
に
は
、
外

に
出
掛
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
こ
れ
か
ら
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

だ
け
で
な
く
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
な
ど

に
も
注
意
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
手
洗

い
う
が
い
な
ど
の
上
「
新
し
い
生
活
様

式
」
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

   

葉
山
の
紅
葉

　
市
の
最
高
峰
、
や
ま
が
た
百
名
山
の

１
つ
で
あ
る
葉
山
も
、
こ
れ
か
ら
紅
葉

の
見
頃
を
迎
え
ま
す
。
遠
く
か
ら
葉
山

を
眺
め
て
も
見
事
で
す
が
、
葉
山
に
登

り
、
紅
葉
の
中
を
歩
い
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
葉
山
市
民
荘
の
そ
ば
に
登
山
口
が
あ

る
畑
コ
ー
ス
は
、
山
頂
を
越
え
た
所
に

あ
る
葉
山
神
社
ま
で
の
約
５
・
８
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
を
２
時
間
半
ほ
ど
か
け
て
登

る
コ
ー
ス
で
、
こ
れ
か
ら
の
時
季
は
紅

葉
す
る
ブ
ナ
林
な
ど
を
楽
し
め
ま
す
。

ま
た
山
頂
か
ら
は
、
日
本
百
名
山
に
選

定
さ
れ
た
６
座
（
月
山
、
大
朝
日
岳
、

鳥
海
山
、
蔵
王
山
、
飯
豊
山
、
吾
妻
山
）

を
一
望
で
き
ま
す
。

　
葉
山
に
登
る
際
は
、
登
山
届
を
提
出

し
、
市
報
さ
が
え
７
月
５
日
号
に
掲
載

   

市
内
を
歩
こ
う

   

歩
キ
ン
グ
マ
ッ
プ

　
市
で
は
、
寒
河
江
駅
を
出
発
点
と
し

て
、
四
季
折
々
の
美
し
さ
を
醸
し
出
す

寒
河
江
の
自
然
を
楽
し
む
グ
リ
ー
ナ
リ

ー
ロ
ー
ド
、
市
内
の
さ
ま
ざ
ま
な
場
所

に
あ
る
絵
画
や
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
な
ど
芸

術
文
化
に
触
れ
る
ア
ー
ト
ロ
ー
ド
、
現

在
の
寒
河
江
の
基
礎
を
つ
く
っ
た
大
江

氏
の
史
跡
な
ど
を
巡
り
歴
史
を
感
じ
る

ヒ
ス
ト
リ
ー
ロ
ー
ド
の
、
３
つ
の
散
策

路
を
作
成
し
て
い
ま
す
。
木
々
の
色
づ

く
こ
れ
か
ら
の
季
節
に
向
け
て
、
市
内

の
自
然
を
見
な
が
ら
散
策
す
る
、
グ
リ

ー
ナ
リ
ー
ロ
ー
ド
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

グ
リ
ー
ナ
リ
ー
ロ
ー
ド

　
グ
リ
ー
ナ
リ
ー
ロ
ー
ド
は
約
８
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
。
寒
河
江
駅
前
を
出
発
し
、

徒
歩
で
１
時
間
40
分
ほ
ど
か
け
て
市
内

を
巡
る
散
策
路
で
す
。

①
沼
川
遊
歩
道

　
市
の
中
心
部
を
流
れ
る
沼
川
の
ほ
と

り
を
散
策
で
き
る
遊
歩
道
で
す
。
沼
川

に
は
サ
ギ
や
カ
モ
が
泳
い
で
い
る
こ
と

も
あ
り
、
ゆ
っ
た
り
と
歩
い
て
み
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

②
せ
せ
ら
ぎ
公
園

　
沼
川
沿
い
に
整
備
さ
れ
た
公
園
で
、

園
内
に
足
湯
と
手
湯
が
整
備
さ
れ
て
い

ま
す
。
散
策
の
後
に
も
立
ち
寄
っ
て
も

い
い
で
す
ね
。

し
た
「
安
全
登
山
の
ノ
ウ
ハ
ウ
10
カ
条｣

と
、
山
岳
四
団
体
が
発
表
し
た
「
登
山
・

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
の
活
動
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
」
を
確
認
し
て
、
ル
ー
ル
や

マ
ナ
ー
を
守
っ
て
登
り
ま
し
ょ
う
。

●
見
頃
／
10
月
下
旬
～
11
月
中
旬

葉
山
市
民
荘
は
20
日
ま
で

　
葉
山
市
民
荘
は
、
10
月
20
日
（火）
ま
で

の
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
に
開
館

し
て
い
ま
す
。
開
館
期
間
中
は
、
葉
山

市
民
荘
の
看
板
に
設
置
さ
れ
た
入
山
ポ

ス
ト
に
、
登
山
届
の
提
出
が
で
き
ま
す
。

● 

問
合
せ
／
開
館
期
間
中
は
葉
山
市
民

荘
☎（

８
７）

５
０
３
７
、
期
間
外
は

市
さ
く
ら
ん
ぼ
観
光
課
交
流
推
進
係

☎（

８
５）

１
６
９
２
へ
。

③
二
の
堰
遊
歩
道
（
市
民
体
育
館
沿
い)

　
周
囲
に
は
果
樹
園
が
広
が
り
、
葉
山

や
月
山
を
望
む
眺
め
が
見
事
で
す
。

④
二
の
堰
親
水
公
園

　

｢

寒
河
江
十
景
」
に
選
定
さ
れ
て
お
り
、

園
内
の
蔵
や
水
車
小
屋
な
ど
と
と
も
に

美
し
い
風
景
が
楽
し
め
ま
す
。

⑤
古
松
の
小
径

　
長
岡
山
の
松
の
古
木
の
間
に
あ
る
散

策
路
で
す
。

⑥
寒
河
江
公
園

　
市
中
心
部
や
月
山
、
蔵
王
、
朝
日
連

峰
を
一
望
で
き
ま
す
。

⑦
二
の
堰
遊
歩
道
（
正
覚
寺
沿
い
）

　
木
々
の
色
づ
き
と
、
ニ
ノ
堰
の
せ
せ

ら
ぎ
の
調
和
し
た
風
景
を
楽
し
め
ま
す
。

　
こ
の
他
の
散
策
路
な
ど
、
詳
細
に
つ

い
て
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。
さ
が
え
歩
キ
ン
グ
マ
ッ
プ
の

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
。

秋
の
寒
河
江

紅
葉
を
見
に
行
こ
う

（山頂から烏帽子岩を望む）

（山腹のブナ林）

（色づくトンボ沼周辺）

（葉山神社から紅葉する西側を望む）
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SAGAE COLUMN
さがえコラム

特集紅葉を見に行こう

   

い
こ
い
の
森

　
市
内
谷
沢
地
区
、
平
野
山
の
西
に
位

置
す
る
「
い
こ
い
の
森
」
で
は
、
10
月

の
下
旬
か
ら
木
々
が
色
づ
き
始
め
、
モ

ミ
ジ
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
紅
葉
を
楽
し

む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
遊
歩
道
を
歩
き
な
が
ら
木
々
を
見
上

げ
て
の
紅
葉
狩
り
の
ほ
か
、
敷
地
内
の

上
沼
に
は
色
づ
い
た
木
々
が
映
り
、
水

面
の
紅
葉
も
楽
し
め
ま
す
。

　
敷
地
内
に
は
運
動
広
場
や
ア
ス
レ
チ

ッ
ク
遊
具
を
備
え
た
わ
ん
ぱ
く
広
場
が

あ
り
ま
す
。
広
い
テ
ン
ト
ベ
ー
ス
で
は

テ
ン
ト
を
張
っ
て
の
宿
泊
も
可
能
で
す
。

利
用
料
金
な
ど
詳
細
に
つ
い
て
は
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
い

こ
い
の
森
管
理
事
務
所
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

　
７
月
の
大
雨
に
よ
り
柴
橋
方
面
（
県

道
23
号
線
）
側
か
ら
の
道
路
は
全
面
通

行
止
め
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
谷
沢

方
面
（
県
道
26
号
線
）
側
か
ら
お
越
し

く
だ
さ
い
。

● 

所
在
地
／
寒
河
江
市
大
字
谷
沢
字
平

野
山
１
５
６
３

● 

見
頃
／
10
月
下
旬
～
11
月
中
旬
（
11

月
21
日
（土）
か
ら
冬
期
間
の
た
め
閉
鎖）

● 
問
合
せ
／
い
こ
い
の
森
管
理
事
務
所

☎（
８
７）

５
１
５
１
へ
。

　お越しの際はマスクを着用してください。
●日時／10月25日㈰午前８時40分～11時30分
●会場／いこいの森
●定員／100人（小学生は保護者同伴）
● 内容／専門員による説明を受けながらの遊歩道散策、
鯉釣り大会（道具は参加者持参でリール竿禁止）

●申込／10月23日㈮まで、いこいの森管理事務所
　☎87-5151へ。

いこいの森
世代交流もみじ狩りと鯉釣り大会

（上沼と紅葉）

（紅葉の中の遊歩道）

　市では、新型コロナウイルス感染症の影響を踏ま
え、ひとり親家庭等緊急支援事業として「ひとり親
世帯臨時特別給付金（基本給付・追加給付）」の申請
受け付けを開始しています。基本給付の対象は①令
和２年６月分の児童扶養手当を受給された方②公的
年金等を受給しており児童扶養手当を受給していな
い方③新型コロナウイルス感染症の影響を受けて家
計が急変し、収入が児童扶養手当受給者と同じ水準
になっている方。基本給付の給付額は１世帯５万円、
第２子以降１人につき３万円加算されます。追加給
付の対象は、①・②のうち新型コロナウイルス感染
症の影響を受けて家計が急変し、収入が減少した方
です。給付額は１世帯５万円。①は、基本給付は申
請不要（支給済み）、追加給付は申請が必要。②・③
は、基本給付・追加給付ともに申請が必要です。
●問合せ／市子育て推進課家庭支援係
　☎85-0907へ。

子育て知っ得情報
その４ ひとり親世帯臨時特別給付金

　まだまだ新型コロナウイルスの収束が見えない中、
自宅で何かをすることが多い日々。歯磨きは必ず「朝
に洗面台の前で」とか、特定の場所で行う習慣がつ
いていませんか？ ただそれだと、面倒なとき、つい
ついサボりがちになってしまう方もいるかと思いま
す。やり方を決め付けていることが、歯磨きを生活
習慣の一部に溶け込ませづらくしている一因かもし
れません。
　例えば、リビングルームや車の中に１本の歯ブラ
シを置いておき、気が付いたときに歯磨き粉を付け
ずに気になる所を磨く。それが満足感につながり、
日々の習慣付けになると思うのですが、いかがでし
ょうか？ テレビを見ながらでも身近に歯ブラシを置
いておく習慣を、自宅にいる時間が多くなっている
今、試してみませんか？ それが将来の自分の奇麗な
歯を保つことにつながります。
●問合せ／市歯科医師会事務局☎86-0080へ。

＝ステイホーム＝
　コロナ禍の今「家の中でできること」
に「歯ブラシ」も加えてみませんか？
　今回は、サボりがちになってしまう
｢歯磨き」を習慣づける１つの方法につ
いてのお話です。

歯っ！とする歯のおはなし㊵

日本歯科医師会
ご当地キャラクター
「花笠よ坊さん」

ひとり親家庭への給付金
は、どうすればもらえる
のかな？

収入や児童扶養手当の受
給状況によって、申請が
必要な場合があるよ。

寒河江で
活躍する

ＡＬＴを紹介
　私は９歳から楽器を習い始めました。最初に習ったのはティン・ホイッスル
という楽器です。ティン・ホイッスルとは、アイルランド発祥の縦笛です。日
本の小学３年生で習うリコーダーと似ています。それから２年後にフルートを
習いました。習い始めてから、私はフルートに夢中になり、ティン・ホイッス

ルのことを忘れるほどでした。しかし、大学で伝統的な北大西
洋の音楽サークルに入ると、再びティン・ホイッスルを演奏す
るようになりました。大学４年生のときには、サークルでコン
サートを開催しました。ＡＬＴとして来日するとき、ティン・
ホイッスルとフルートをもってきました。ティン・ホイッスル
やフルートを演奏すると、今でも心が安らぎます。

コーナー・クリストファー
（陵東学区で英語指導、アメリカ合衆国ミネソタ州出身・26歳）
みなさんも、自分の好きな音楽を楽しみましょう。

ＡＬＴ(外国語指導助手)通信

5 2020.10.5　市報さがえ 42020.10.5　市報さがえ



生 涯 学 習 の ま ど
 

寒河江市美術館

Sagae Library
さがえライブラリー

今月の1冊

　
読
書
の
秋
、
市
立
図
書
館
で
文

学
に
親
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。
子

ど
も
か
ら
大
人
ま
で
楽
し
め
る
盛

り
だ
く
さ
ん
の
内
容
で
す
。
ぜ
ひ

ご
来
館
く
だ
さ
い
。

朗
読
＆
歌
唱
・
ピ
ア
ノ
演
奏

■ 

日
時
／
11
月
３
日
（火）
午
後
２
時

～
３
時
30
分

■
定
員
／
40
人

■ 

出
演
／
朗
読
・
板
垣
幸
江
、
ソ

プ
ラ
ノ
歌
唱
・
大
類
雅
子
、
ピ

ア
ノ
演
奏
・
田
中
ふ
み
子

山
形
の
文
学
を
探
る
①

■ 

日
時
／
11
月
５
日
（木）
午
後
２
時

～
３
時
30
分

■
定
員
／
40
人

■ 

内
容
／
市
史
編
纂
専
門
員
・
中

山
秀
子
氏
に
よ
る
講
演
「
寒
河

江
の
文
人
あ
れ
こ
れ
」

山
形
の
文
学
を
探
る
②

■ 

日
時
／
11
月
23
日
（月）
［
第
１
部
］

午
後
３
時
～
４
時
30
分
、［
第
２

部
］
午
後
５
時
30
分
～
６
時
45
分

■ 

定
員
／［
第
１
部
］
40
人
、［
第

２
部
］
中
学
・
高
校
生
40
人

■ 

内
容
／
怪
談
作
家
・
黒
木
あ
る

じ
氏
に
よ
る
講
演
。［
第
１
部
］

郷
土
に
伝
わ
る
奇
し
き
物
語
、

［
第
２
部
］
秋
の
夕
べ
～
ゾ
ク
ゾ

ク
怪
談
会

ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル
（
書
評
ゲ
ー
ム
）

　
市
美
術
館
で
は
、
地
元
の
作
家

に
美
術
作
品
を
展
示
す
る
機
会
を

提
供
し
芸
術
文
化
の
振
興
を
図
る

た
め
、
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
作
品

を
展
示
さ
れ
る
方
を
募
集
し
ま
す
。

● 

対
象
／
①
市
民
ま
た
は
市
出
身

者
で
、
県
ま
た
は
全
国
規
模
の

公
募
展
に
入
賞
歴
を
持
つ
個
人
、

②
半
数
以
上
が
市
民
ま
た
は
市

出
身
者
で
構
成
す
る
芸
術
・
文

化
団
体
、
③
地
域
に
関
わ
り
が

深
い
個
人
ま
た
は
団
体

● 

開
催
期
間
／
10
月
、
令
和
３
年

１
月
、
３
月
の
い
ず
れ
か
（
都

合
に
よ
り
変
更
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す
）

　
寒
河
江
は
鎌
倉
時
代
初
頭
か
ら

約
４
０
０
年
間
に
わ
た
り
、
大
江

氏
が
治
め
ま
し
た
。
最
初
に
治
め

た
大
江
広
元
は
中
学
・
高
校
の
教

科
書
に
も
出
て
く
る
人
物
で
す
。

　
広
元
は
康
治
２
（
１
１
４
３
）

年
も
し
く
は
久
安
４
（
１
１
４
８
）

年
、
京
（
現
在
の
京
都
府
）
に
生

ま
れ
ま
し
た
。
大
江
家
に
生
ま
れ

中
原
家
に
養
子
に
入
っ
た
と
も
、

そ
の
逆
と
も
い
わ
れ
ま
す
。
大
江

家
は
文
書
道
（
漢
文
や
中
国
史
）

を
、
中
原
家
は
明
経
道
（
儒
学
）

や
明
法
道
（
律
令
）
を
専
門
と
す

る
名
門
一
族
で
し
た
。

　
成
長
し
て
、
役
人
と
し
て
朝
廷

に
仕
え
た
広
元
で
す
が
、
元
暦
元

（
１
１
８
４
）
年
ご
ろ
、
源
頼
朝
の

要
請
を
受
け
て
鎌
倉
に
移
り
、
公

文
所
（
く
も
ん
じ
ょ
）
の
初
代
別

当
（
長
官
）
と
な
り
ま
す
。
公
文

所
は
、
後
に
政
所
（
ま
ん
ど
こ
ろ
）

に
改
め
ら
れ
た
、
教
科
書
に
も
出

て
く
る
機
関
で
、
幕
府
の
文
書
作

成
や
財
政
を
担
っ
て
い
ま
し
た
か

ら
、
重
要
な
地
位
に
就
い
た
こ
と

が
分
か
り
ま
す
。
そ
の
翌
年
、
も

う
一
つ
鎌
倉
幕
府
に
と
っ
て
重
要

な
役
割
を
果
た
す
の
で
す
が
、
そ

れ
は
ま
た
次
回
。

　
白
岩
城
は
、
国
指
定
史
跡
「
左

沢
楯
山
城
」
と
同
じ
く
、
戦
国
期

に
大
江
氏
の
一
族
が
築
い
た
山
城

で
す
。
講
演
で
は
、
戦
国
武
将
が

身
に
付
け
て
い
た
教
養
を
、
伊
達

氏
を
例
に
学
び
ま
す
。
現
地
視
察

で
は
、
実
際
に
白
岩
城
跡
地
を
歩

き
ま
す
。

講
演

■ 

日
時
／
10
月
18
日
（日）
午
前
10
時

～
11
時
30
分

■
会
場
／
西
部
地
区
公
民
館

　
小
学
生
か
ら
大
人
ま
で
楽
し
め

る
、
本
の
紹
介
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
ゲ
ー
ム
で
す
。
発
表
者
は
お

薦
め
の
本
を
紹
介
し
、
参
加
者
は
、

１
番
読
み
た
く
な
っ
た
本
に
投
票

し
ま
す
。

　
部
門
ご
と
に
、
最
も
票
を
獲
得

し
た
本
を
チ
ャ
ン
プ
本
に
決
定
し
、

そ
の
発
表
者
に
は
賞
品
を
贈
呈
し

ま
す
。

■ 
日
時
／［
小
学
生
の
部
］
11
月
８

日
（日）
午
前
10
時
～
、［
中
学
生
の

部
］
11
月
８
日
（日）
午
後
２
時
～
、

［
高
校
生
の
部
］
11
月
15
日
（日）
午

後
２
時
～

■ 

そ
の
他
／
参
加
者
全
員
に
記
念

品
あ
り

●
会
場
／
市
立
図
書
館

● 

申
込
／
市
立
図
書
館
☎（

８
６）

１
６
６
２
へ
。

● 

そ
の
他
／
展
示
会
場
使
用
料
お

よ
び
季
節
加
算
額
を
免
除

●
申
込
／
市
文
化
セ
ン
タ
ー

　
☎（

８
６）

５
１
１
１
へ
。

■ 

内
容
／
白
鷹
町
史
談
会
・
渋
谷

敏
己
氏
に
よ
る
講
演
「
伊
達
氏

と
謡
曲
～
戦
国
武
将
の
教
養
～
」

現
地
視
察

■ 

日
時
／
10
月
18
日
（日）
午
後
１
時

15
分
～
午
後
２
時
15
分

■ 

集
合
場
所
／
白
岩
小
学
校
体
育

館
前

■
そ
の
他
／
雨
天
中
止

● 

申
込
／
10
月
13
日
（火）
ま
で
市
生

涯
学
習
課
歴
史
文
化
係

　
☎（
８
６）

８
２
３
１
へ
。

２
０
２
０
さ
が
え
図
書
館
秋
ま
つ
り
開
催

市
美
術
館
で
展
示
を
し
て
み
ま
せ
ん
か

白
岩
城
学
習
会「
白
岩
城
を
探
る
」

市総合文化祭を開催します

市
史
編
さ
ん

だ
よ
り

　
「
ド
ド
ン
ド
ー
ン
」。
五
月
三
日
、

本
楯
の
祭
り
の
花
火
が
鳴
り
響
く
。

寒
河
江
の
農
民
が
待
ち
に
待
っ
て

い
た
、
昼
寝
が
許
さ
れ
る
日
が
や

っ
て
来
た
。
毘
沙
門
堂
の
境
内
に

は
出
店
が
立
ち
、
人
々
は
毘
沙
門

様
に
参
詣
し
、
家
々
で
は
客
を
招

き
ご
馳
走
を
振
舞
っ
た
。

　
長
年
、
本
楯
の
人
々
の
心
の
ふ

る
里
と
し
て
、
お
祭
り
の
中
心
と

な
っ
て
来
た
毘
沙
門
堂
。
本
楯
の

高
田
家
が
別
当
を
し
て
い
る
。
年

二
回
、
毘
沙
門
様
の
祭
と
オ
サ
イ

ド
の
時
に
扉
を
開
き
、
こ
の
前
後

に
堂
内
の
清
掃
を
続
け
て
い
る
と

い
う
。

　
高
田
家
は
、
下
総
国
我
孫
子
を

源
と
し
、
下
野
国
真
岡
を
経
て
出

羽
国
に
下
り
、
江
戸
時
代
の
初
め

本
楯
に
腰
を
下
ろ
し
た
。
背
負
っ

て
き
た
の
は
「
毘
沙
門
天
像
」。
北

東
を
守
り
、
福
徳
を
招
く
神
と
し

堂
舎
に
祀
っ
た
。

　
幕
末
に
は
、
山
形
藩
主
秋
元
家

の
御
用
達
を
命
ぜ
ら
れ
る
ほ
ど
で
、

堂
々
た
る
名
主
の
四
つ
足
門
が
あ

っ
た
。
元
は
安
孫
子
姓
で
あ
っ
た

が
、
領
主
山
形
秋
元
家
か
ら
「
高

田
」
姓
を
与
え
ら
れ
、
明
治
以
降

は
「
高
田
」
を
名
乗
り
、
農
地
改

革
以
後
も
本
楯
の
有
力
者
と
し
て

寒
河
江
町
政
で
活
躍
し
た
。

　
毘
沙
門
堂
の
敷
地
に
は
、
中
央

に
毘
沙
門
堂
。
参
道
の
東
側
に
牛

頭
天
王
と
烏
川
不
動
、
西
側
に
金

比
羅
と
弁
財
天
の
四
社
を
、
そ
れ

ぞ
れ
の
地
元
の
信
奉
者
が
祀
る
。

本
楯
は
、
集
落
の
真
ん
中
に
神
々

を
祀
る
聖
地
を
持
つ
、
き
わ
め
て

珍
し
い
形
態
と
な
っ
た
。

　
し
か
し
、
年
々
毘
沙
門
堂
に
参

詣
す
る
人
も
少
な
く
な
り
、
そ
の

存
在
す
ら
知
ら
な
い
人
も
多
く
な

っ
て
き
た
。
時
代
が
急
速
に
変
わ

っ
て
き
た
の
で
あ
る
。

　
別
当
の
高
田
さ
ん
は
語
る
。｢

私

の
家
が
元
気
な
と
き
は
毘
沙
門
堂

も
よ
く
管
理
で
き
た
。
し
か
し
、

今
は
で
き
な
く
な
っ
た
。
迷
惑
を

掛
け
な
い
よ
う
に
、
取
り
ほ
ご
し

も
考
え
て
い
る
。
本
楯
の
毘
沙
門

様
と
し
て
、
集
落
の
方
々
で
祭
を

続
け
ら
れ
た
こ
と
で
も
あ
り
、
な

ん
と
か
集
落
で
維
持
管
理
を
し
て

頂
け
な
い
か
と
思
っ
て
い
る｣

　
本
楯
は
寒
河
江
の
歴
史
の
ふ
る

里
。
初
め
て
大
江
公
が
入
部
し
た

と
こ
ろ
、
江
戸
に
大
量
の
米
を
運

ぶ
川
の
港
が
あ
っ
た
と
こ
ろ
、
そ

し
て
毘
沙
門
様
を
祀
る
と
こ
ろ
。

こ
れ
ら
の
貴
重
な
歴
史
文
化
を
、

地
域
で
次
世
代
に
ぜ
ひ
継
承
し
て

欲
し
い
と
願
っ
て
い
る
。

本
楯
の
聖
地
毘
沙
門
堂
を
守
る

　困っていたり、悩んでいたり、
迷っていたりしているティーンエージャー（中学・
高校生）の皆さんに、ぜひ読んでほしい一冊です。
スポーツ界や芸能界で活躍している著名人50人の
「名言」は、皆さんにプラス思考を促し、気持ちを
前向きにし、難しい局面を乗り切る力となること
でしょう。市立図書館内ティーンズコーナーにお
越しください。

　10月27日㈫から市美術館市民ギャラリーで、市総合
文化祭の作品展示を行います。
　今年は新型コロナウイルス感染拡大対策の観点から
展示のみの開催となりますが、市民の皆さんの書道と
絵画の力作を、心休めにゆっくりご鑑賞ください。
　文化センターでも、
翌28日㈬から展示を行
います。
● 日時／10月27日㈫～
11月3日㈫の午前10
時～午後7時

● 問合せ／市文化セン
ター☎86-5111へ。

12日㈪・26日㈪�月の休館日

図書館へ行こう！

いっちゃん会　　　　　　10／17㈯午後２時～３時
ムーミンママクラブ　10／25㈰午前11時～11時40分

おはなし室

青瓢・俳句色紙展　　　　　　　　　10／11㈰まで
慈恩寺絵画コンクール展　　　　　　10／15㈭から

展示ホール

ブックテーマコーナー
人間関係改善術　　　　　　　　　　10／25㈰まで
秋の夜長に何読もう（長編・推理・純文学）
　　　　　　　　　　　　　　　　　10／27㈫から

きみを変える５０の名言
イチロー、樹木希林ほか

佐久間博・文　
汐文社・発行　

本楯毘沙門堂

大
江
広
元（
前
編
）

寒
河
江
と
大
江
氏
②
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新
・
生
活
様
式
対
応
リ
フ
ォ
ー
ム
、

県
産
木
材
使
用
住
宅
取
得
を
支
援

　
市
内
の
建
築
業
者
と
契
約
を
締
結
し
、
住

宅
・
空
き
家
等
の
新
・
生
活
様
式
に
対
応
し

た
リ
フ
ォ
ー
ム
経
費
お
よ
び
県
産
木
材
を
多

用
し
た
新
築
住
宅
の
取
得
費
に
対
し
助
成
し

ま
す
。
令
和
３
年
３
月
10
日
（水）
ま
で
に
工
事

の
完
了
報
告
が
で
き
る
も
の
に
限
り
ま
す
。

補
助
額
は
条
件
に
よ
っ
て
異
な
り
、
予
算
額

に
達
し
次
第
終
了
し
ま
す
。
詳
細
に
つ
い
て

は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
問
合
せ
／
市
建
設
管
理
課
建
築
住
宅
係

　
☎（

８
５）

１
６
２
７
へ
。

農
業
関
係
の
補
助
事
業

さ
く
ら
ん
ぼ
作
業
負
担
軽
減
安
全
確
保
事
業

　
サ
ク
ラ
ン
ボ
作
業
用
の
電
動
剪
（
せ
ん
）

定
は
さ
み
の
購
入
費
に
対
し
補
助
金
を
交
付

し
ま
す
。

■
申
込
期
限
／
10
月
15
日
（木）

寒
河
江
市
紅
秀
峰
の
里
ブ
ラ
ン
ド
推
進
事
業

寒
河
江
市
西
村
山
郡
訪
問
看
護

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
職
員
募
集

　
令
和
３
年
度
採
用
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

詳
細
に
つ
い
て
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
募
集
区
分
／
看
護
師
・
正
職
員
２
人

●
業
務
内
容
／
訪
問
看
護

● 

申
込
／
寒
河
江
市
西
村
山
郡
訪
問
看
護
事

業
団
☎（

８
３）

３
２
２
２
へ
。

社
会
福
祉
法
人
悠
々
会

職
員
募
集

詳
細
に
つ
い
て
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

● 

募
集
区
分
／
看
護
職
員
・
若
干
名
（
看
護

師
・
準
看
護
師）

、
介
護
職
員
・
若
干
名
（
資

格
不
問
、
有
資
格
者
を
優
遇
）

● 

申
込
／
社
会
福
祉
法
人
悠
々
会
☎（

８
６）

８
８
８
０
へ
。

市
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

名
作
映
画
観
賞
会｢

の
ど
自
慢｣

　
あ
の
「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ど
自
慢
」
が
や
っ
て
く

る
。
誰
も
が
知
っ
て
い
る
晴
れ
舞
台
に
立
つ

ま
で
の
３
日
間
、
さ
ま
ざ
ま
な
思
い
を
抱
い

た
人
々
の
熱
い
ド
ラ
マ
が
交
錯
す
る
。

　
紅
秀
峰
栽
培
に
関
す
る
雨
よ
け
施
設
の
設

置
費
に
対
し
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

■
申
込
期
限
／
10
月
15
日
（木）

果
樹
剪
定
枝
粉
砕
機
導
入
支
援
事
業

　
果
樹
農
家
で
組
織
す
る
団
体
が
共
同
利
用

の
た
め
導
入
す
る
チ
ッ
パ
ー
購
入
費
に
対
し

補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

■
申
込
期
限
／
10
月
30
日
（金）

園
芸
産
地
雪
害
防
止
取
組
促
進
事
業

　
農
業
協
同
組
合
ま
た
は
市
内
に
住
所
を
有

す
る
複
数
農
業
者
で
組
織
す
る
団
体
が
、
共

同
で
市
内
の
作
業
道
を
除
雪
す
る
た
め
に
使

用
す
る
機
械
の
取
得
費
に
対
し
補
助
金
を
交

付
し
ま
す
。

■
申
込
期
限
／
10
月
30
日
（金）

● 
申
込
／
市
農
林
課
農
業
振
興
係
☎（

８
５）

１
７
５
３
へ
。

史
跡
慈
恩
寺
旧
境
内
総
合
交
流
施
設

指
定
管
理
者
決
定

● 

施
設
名
／
史
跡
慈
恩
寺
旧
境
内
総
合
交
流

施
設

● 

指
定
管
理
者
／
一
般
社
団
法
人
寒
河
江
市

観
光
物
産
協
会

● 

指
定
期
間
／
令
和
３
年
４
月
１
日
（木）
～
令

和
６
年
３
月
31
日
（日）

●
問
合
せ
／
市
財
政
課
財
産
管
理
係

　
☎（

８
５）

１
９
８
１
へ
。

歯
周
疾
患
検
診
は

　
お
済
み
で
す
か
？

　
本
年
度
に
40
歳
・
50
歳
・
60
歳
・
70
歳
に

な
る
方
へ
、
歯
周
疾
患
検
診
の
無
料
受
診
券

●
日
時
／
10
月
24
日
（土）
午
前
10
時
～
正
午

●
会
場
／
市
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

●
施
設
利
用
料
／
半
日
１
５
０
円

●
そ
の
他
／
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
で
の
送
迎
あ
り

● 

申
込
／
市
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
☎（

８
７）

１
３
２
８
へ
。

最
上
川
ふ
る
さ
と
総
合
公
園

イ
ベ
ン
ト
情
報

学
生
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
入
賞
作
品
展

　
最
上
川
ふ
る
さ
と
総
合
公
園
の
四
季
の
風

景
を
撮
影
し
た
入
賞
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

■ 

日
時
／
10
月
13
日
（火）
ま
で
の
午
前
10
時
～

午
後
６
時

ハ
ン
ド
メ
イ
ド
＆
着
物
リ
メ
イ
ク
コ
ラ
ボ
展

　
か
ぎ
針
で
編
ん
だ
セ
ー
タ
ー
や
着
物
を
リ

メ
イ
ク
し
た
洋
服
等
を
展
示
し
ま
す
。

■ 

日
時
／
10
月
16
日
（金）
～
11
月
25
日
（水）
の
午

前
９
時
～
午
後
６
時

●
会
場
／
最
上
川
ふ
る
さ
と
総
合
公
園

●
申
込
／
最
上
川
ふ
る
さ
と
総
合
公
園

　
☎（

８
３）

５
１
９
５
へ
。

市
技
術
振
興
協
会

２
０
２
０
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

●
日
時
／
10
月
28
日
（水）
午
後
２
時
～

●
会
場
／
ホ
テ
ル
サ
ン
チ
ェ
リ
ー

● 

内
容
／
講
演
「
も
の
づ
く
り
、
こ
と
づ
く

り
、
そ
し
て
新
型
コ
ロ
ナ
禍
で
の
戦
略
」

（

講
師
・
オ
リ
エ
ン
タ
ル
カ
ー
ペ
ッ
ト
株
式

会
社
代
表
取
締
役
社
長
渡
辺
博
明
氏
）

● 

申
込
／
市
技
術
振
興
協
会
☎（

８
６）

１
９

９
１
へ
。

を
交
付
し
て
い
ま
す
。
有
効
期
限
が
12
月
末

で
す
の
で
、
ま
だ
受
診
し
て
い
な
い
方
は
ぜ

ひ
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。
７
月
１
日
以
降
に

本
市
に
転
入
さ
れ
た
対
象
年
齢
の
方
で
、
前

住
所
地
で
同
検
診
を
受
け
て
い
な
い
場
合
に

は
受
診
券
を
交
付
し
ま
す
の
で
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
合
せ
／
市
健
康
福
祉
課
市
民
健
康
係

　
☎（

８
５）

０
６
１
７
へ
。

健
康
の
広
場

● 

日
時
／
10
月
23
日
（金）
①
午
前
９
時
45
分
～

10
時
50
分
、
②
10
時
45
分
～
11
時
50
分

●
会
場
／
ハ
ー
ト
フ
ル
セ
ン
タ
ー

● 

定
員
／
本
年
度
に
60
歳
～
64
歳
に
な
る
方
、

各
15
人

● 

内
容
／
血
管
年
齢
の
測
定
、
体
の
ゆ
が
み

チ
ェ
ッ
ク
、
運
動
指
導

● 

申
込
／
10
月
21
日
（水）
ま
で
市
健
康
福
祉
課

市
民
健
康
係
☎（

８
５）

０
６
１
７
へ
。

認
知
症
接
し
方
勉
強
会

　
認
知
症
の
症
状
に
合
わ
せ
た
接
し
方
を
、

Ｄ
Ｖ
Ｄ
『
優
し
い
認
知
症
ケ
ア
・
ユ
マ
ニ
チ

ュ
ー
ド
』
を
鑑
賞
し
な
が
ら
学
び
ま
す
。

● 
日
時
／
10
月
12
日
（月）
・
11
月
９
日
（月）
・
12

月
７
日
（月）
の
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

●
会
場
／
ハ
ー
ト
フ
ル
セ
ン
タ
ー

●
定
員
／
各
20
人

● 

申
込
／
市
高
齢
者
支
援
課
地
域
包
括
支
援

係
☎（

８
５）

０
８
７
５
へ
。

市
体
育
協
会

少
年
少
女
卓
球
教
室

● 

日
時
／
10
月
19
日
（月）
・
29
日
（木）
、
11
月
２

日
～
12
月
21
日
の
毎
週
月
曜
日
、
全
10
回
、

午
後
７
時
30
分
～
９
時

●
会
場
／
市
民
体
育
館

●
定
員
／
小
学
３
年
生
～
６
年
生
、
20
人

●
参
加
費
／
２
８
０
０
円

●
持
ち
物
／
ラ
ケ
ッ
ト

●
申
込
／
10
月
16
日
（金）
ま
で
市
民
体
育
館

　
☎（

８
６）

５
１
１
３
へ
。

市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

主
催
の
講
習
会

｢

シ
ル
バ
ー
の
お
仕
事
」
見
学
会

■
日
時
／
10
月
15
日
（木）
午
前
10
時
～
正
午

■
会
場
／
ハ
ー
ト
フ
ル
セ
ン
タ
ー

■
対
象
／
57
歳
以
上
の
方

■
申
込
期
限
／
10
月
12
日
(月)

女
性
の
た
め
の
入
会
説
明
会

　
手
芸
品
つ
く
り
も
併
せ
て
行
い
ま
す
。

■
日
時
／
10
月
21
日
（水）
午
前
10
時
～
11
時
30
分

■
会
場
／
ハ
ー
ト
フ
ル
セ
ン
タ
ー

■
対
象
／
57
歳
以
上
の
女
性

■
申
込
期
限
／
10
月
16
日
（金）

学
童
保
育
補
助
ス
タ
ッ
フ
講
習

　
学
童
保
育
の
補
助
指
導
員
と
し
て
の
心
構

え
や
基
礎
知
識
を
学
び
ま
す
。

■ 

日
時
／
11
月
９
日
（月）
午
前
10
時
～
午
後
３

時
30
分
、
10
日
（火）
午
前
10
時
～
午
後
２
時

20
分
（
２
日
間
）

■
会
場
／
文
化
セ
ン
タ
ー

■
定
員
／
10
人

お
知

ら
せ

 

膝
・
腰
ら
く
ら
く
教
室

● 

日
時
／
10
月
27
日
（火）
①
午
前
10
時
～
11
時

30
分
、
②
午
後
１
時
30
分
～
３
時

●
会
場
／
ハ
ー
ト
フ
ル
セ
ン
タ
ー

● 

定
員
／
要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
な
い
65

歳
以
上
の
方
、
各
15
人
（
前
月
不
参
加
者

を
優
先
）

●
持
ち
物
／
飲
み
物
、
タ
オ
ル
、
マ
ス
ク

● 

申
込
／
10
月
９
日
（金）
か
ら
市
高
齢
者
支
援

課
地
域
包
括
支
援
係
☎（

８
５）

０
８
７
５
へ
。

ゆ
め
は
ー
と
寒
河
江

イ
ベ
ン
ト
情
報

わ
ら
べ
う
た
で
あ
そ
ぼ
う
②

■
日
時
／
10
月
８
日
（木）
午
前
10
時
30
分
～
11
時

■
会
場
／
ハ
ー
ト
フ
ル
セ
ン
タ
ー

■ 

定
員
／
就
学
前
の
お
子
さ
ん
と
保
護
者
、

10
組
程
度

■
そ
の
他
／
要
申
込

子
育
て
サ
ロ
ン
・
エ
ン
ジ
ェ
ル
「
巾
着
に
絵

を
か
こ
う
」

■
日
時
／
10
月
16
日
（金）
午
前
10
時
15
分
～
正
午

■
会
場
／
柴
橋
地
区
公
民
館

■ 

定
員
／
１
歳
～
就
学
前
の
お
子
さ
ん
と
保

護
者
、
８
組

■
そ
の
他
／
要
申
込

10
月
生
ま
れ
の
お
誕
生
会

■
日
時
／
10
月
21
日
（水）
午
前
10
時
30
分
～
11
時

■
会
場
／
ハ
ー
ト
フ
ル
セ
ン
タ
ー

■
対
象
／
10
月
生
ま
れ
の
１
歳
～
３
歳
児

● 

問
合
せ
／
ゆ
め
は
ー
と
寒
河
江
☎（

８
３）

３
２
２
５
へ
。

新型コロナウイルスの影響により、
掲載の催しなどが中止・変更になる
場合があります。

■
申
込
期
限
／
10
月
23
日
（金）

●
申
込
／
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　
☎（

８
３）

３
２
２
４
へ
。

●問合せ／市
　商工推進課
　商工振興係
　☎85-1492へ。

10月10日(土)
６:30～７:30
寒河江駅前
みこし公園

さがえちぇり～
マルシェ朝市

特に多い事故
・ 運転操作ミスや道路環境が悪いことにより、田畑や用
水路等への転落

・ 農機は通常の車に比べ重心位置が高いため、傾斜地等
でバランスを崩して横転

・傾斜地等で自然に動き始めた農機にひかれる事故

　トラクター等の整備不足や操作ミ
スが転落・横転・追突の事故を引き
起こします。農作業中の死亡事故は
一般交通事故の約６倍、建設業の約
３倍にも及びます。農機事故を未然
に防ぐために備えるべき機器や操作
時の安全確認と予防対策をもう一度
考えてみましょう。
● 問合せ／市市民生活課生活安全係
☎85-1876へ。

事故防止の対策
・確実な運転操作とブレーキ連結の確認
・安全キャブ・フレームの装着とシートベルトの着用

農機による交通事故に注意！
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10月の行事予定
　明治安田生命保険相互会社山形支社（勝部一成
支社長）様から、金414,700円をいただきました。
　一般社団法人寒河江市観光物産協会（佐藤正樹
会長）様から、マスク498枚をいただきました。
　寒河江リサイクル協同組合（荒木惣一代表理事）
様から、アルコール消毒液10缶をいただきました。
　株式会社若月印刷（若月孝代表取締役）様から、
小・中学校へマスクケース3,500枚をいただきました。
　寒河江「小さな親切」の会（大沼一彦会長）様
から、金10万円をいただきました。
　阿部圭峰様（山形市）から、書画をいただきま
した。
　株式会社おーばん（二藤部洋代表取締役社長）
様から、金107,686円をいただきました。

ご寄附をいただきました

　かもしかクラブの全体訓練で
す。かもしかクラブ未加入の方
も参加大歓迎です。
● 日時／11月８日㈰午前10時～
11時30分（受付・午前９時45
分～）

●会場／ハートフルセンター
● 対象／就学前のお子さんと保
護者

● 内容／市交通安全専門指導員
によるミニ訓練、親子で体操、
おまわりさんへ質問、工作、

　交通安全映画など
● 申込／10月30日㈮まで市市民

生活課生活安全係☎85-1876へ。

かもしかクラブ
元気っこのつどい

● 支給要件／戦没者等のご遺族で、令和２年４月１日（基準日）において「恩給法による公務扶助料」や「戦傷
病者戦没者遺族等援護法による遺族年金」等を受ける方（戦没者等の妻や父母等）がいない場合

●支給対象／次の１～４の順位で、ご遺族１人に支給されます。
　１．令和２年４月１日までに戦傷病者戦没者遺族等援護法による弔慰金の受給権を取得した方
　２．戦没者等の子
　３ ．戦没者等の①父母②孫③祖父母④兄弟姉妹（戦没者等の死亡当時、生計関係を有している等の要件を満た

しているかで順位が変動）
　４ ．上記１～３以外の戦没者等の三親等内の親族（おい、めい等。戦没者等の死亡時まで、引き続き１年以上

生計関係があった方に限る）
●請求期限／令和５年３月31日㈮
● 申請方法／前回請求があった方に申請書を送付しますので、戸籍等の添付書類をそろえてハートフルセンター
１階総合窓口へお持ちください。請求者の住所が市外の場合は、住所地の市町村での手続きになります。

● 申請期間／[西根地区］10月12日㈪～16日㈮、[南部地区］10月19日㈪～23日㈮、[柴橋地区］10月26日㈪～30日
㈮、[寒河江地区］11月２日㈪～６日㈮、[三泉地区］11月９日㈪～13日㈮、[白岩地区］11月16日㈪～20日㈮、

　[高松・醍醐地区］11月24日㈫～27日㈮、[全地区］11月30日㈪～（土・日曜日、祝日を除く）
●問合せ／市健康福祉課福祉総務係☎85-0242へ。

戦没者等のご遺族に
｢戦没者等の遺族に対する第11回特別弔慰金」が支給されます

●日時／10月９日㈮午後１時30分～３時30分
●会場／フローラ・ＳＡＧＡＥ４階
●問合せ／デイサービスあなたとえがお
　☎84-0201へ。

●日時／10月16日㈮午後１時30分～３時30分
●会場／ケアセンターとこしえ島
●問合せ／ケアセンターとこしえ島☎84-7190へ。

オレンジカフェえがお

オレンジカフェとこしえ島

■次号の市報10月20日号は、10月20日㈫に発行します。

　問い合わせいただいた方に各提供者等の連絡先
をお伝えしますので、直接交渉してください。
■あげます／洋服たんす、本棚、サイドボード、
　デジタルコードレス電話機、スキー用具
■ 譲ります（有償)／ブラインド、オイルヒーター、
電気ストーブ、50ccバイク

■ 譲って／２段ベッド、ミシン、タオル、介護用
おむつ・パンツ・紙パット、猫飼養用品

■ あげます／学習机、おひなさま用じゅうたん、
チャイルドシート、靴

●問合せ／市市民生活課環境保全推進室
　☎85-1914へ。

ふれあいゆずりあいコーナー
（９月24日現在）

＝子育てゆずりあいコーナー＝

5 ㈪ 法律相談／レディース検診

6 ㈫ 市ドック

7 ㈬ ９～10カ月児健診／フローラ・ＳＡＧＡＥ休館日

8 ㈭
ゆめはーと寒河江「わらべうたであそぼう｣／ふる
さと交流スペース／健康相談／イブニング検診／
市民浴場休場日

9 ㈮ 保健師育児相談・助産師の母乳ミルク相談室

10 ㈯ さがえちぇり～マルシェ朝市／ゆめはーと寒河江
｢知らなかったな！長岡山」

11 ㈰ 休日当番医（鈴木眼科）／証明書交付窓口開庁（午前）

12 ㈪ 市立図書館休館日

13 ㈫ こころの健康相談／南部・柴橋・西部地区公民館
休館日

14 ㈬ 法律相談／行政相談／３歳児健診

15 ㈭ 市立保育所・ゆりかご子ども園・寒河江第二幼稚
園公開／ふるさと交流スペース／健康相談

16 ㈮ 子育てサロン・エンジェル「巾着に絵をかこう｣／
２歳児ピカピカ歯科検診

17 ㈯ ゆめはーと寒河江「小学生の日」

18 ㈰
市スポーツ・レクリエーション祭／休日当番医（中
正堂髙橋医院）／証明書交付窓口開庁（午前）／ハ
ートフルセンター休館日

19 ㈪
20 ㈫ 市長相談

21 ㈬
ゆめはーと寒河江「お誕生会｣／市ドック／イブニ
ング検診／１歳６カ月児健診／フローラ・ＳＡＧ
ＡＥ休館日

22 ㈭ ふるさと交流スペース／健康相談

23 ㈮ 健康の広場／レディース検診

24 ㈯ 市ドック

25 ㈰
市スポーツ・レクリエーション祭／休日当番医（寒
河江武田内科往診クリニック）／証明書交付窓口開
庁（午前）

26 ㈪
水道料金・下水道浄化槽使用料（８月・９月分）
口座振替日／市立図書館、市民体育館、チェリー
ナさがえ休館日

27 ㈫ 市ドック／ヘルスメイト養成講座／妊娠期の母乳
ミルク準備講座／中央公民館休館日

28 ㈬ 市ドック／３～４カ月児健診

29 ㈭ ふるさと交流スペース／健康相談／イブニング検診

30 ㈮ 市ドック

31 ㈯
11/1 ㈰ 休日当番医（田村内科消化器科クリニック）／証明

書交付窓口開庁（午前）

2 ㈪
法律相談／市県民税（３期）、国民健康保険税（４
期）、介護保険料（４期）、後期高齢者医療保険料
（４期）納期限／水道料金・下水道浄化槽使用料（８
月・９月分）納期限

3 ㈫ 休日当番医（土田内科医院）

4 ㈬ ９～10カ月児健診

総合案内窓口を市役所２階に開設
　市役所に来られた方のご用件に速やかに対応できるよう、市役所２階
に総合案内窓口を開設しました。便利で分かりやすく、利用者に優しい
窓口サービスの充実に努めます。
　｢証明書をもらうには
どうしたらいいのか？」
｢どこの課に行けばいい
のか？」等、お困りの
ことに対してお答えす
るほか、市民生活課で
の手続きや届け出に必
要な書類の書き方など
を説明しますので、お
気軽にお尋ねください。
● 問合せ／市市民生活
課市民係

　☎85-1854へ。

基準地の所在（住居表示） 本年価格（円／㎡） 前年価格（円／㎡） 変動率（％）
山岸町２番２（山岸町９－43） 26,600 26,900 -1.1
本楯四丁目20番32 26,700 27,000 -1.1
大字島字島南399番12 23,900 24,000 -0.4
大字寒河江字塩水59番５ 43,400 43,200  0.5
南町二丁目33番５（南町２－２－16） 50,100 50,800 -1.4
高田三丁目130番１外１筆 35,300 35,400 -0.3
中央工業団地160番７外１筆 13,300 13,200  0.8
大字幸生字向山1647番６ 40,500（円／10アール） 41,000（円／10アール） -1.2

基準地の地価調査結果

●問合せ／市税務課固定資産税係☎85-1708へ。

　この最低賃金は、県内で働く全
ての労働者に適用されます。

●問合せ／山形労働局賃金室☎023-624-8224へ。

山形県最低賃金が改正

効力発生日 1０月３日
時　間　額 ７９３円（３円アップ）
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幸
生
小
学
校
が
本
年
度
末
で
閉
校

と
な
る
こ
と
か
ら
、
地
元
・
幸
生
区

と
最
後
の
合
同
開
催
と
な
る
「
幸
生

区
・
学
校
合
同
秋
季
大
運
動
会
」
が

９
月
６
日
、
同
校
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

児
童
９
人
と
地
区
住
民
は
そ
れ
ぞ
れ

赤
組
・
白
組
に
分
か
れ
、
徒
競
走
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
競
技
に
出
場
。
学
校

創
立
年
数
と
同
数
の
１
４
３
個
の
ま

り
を
リ
レ
ー
形
式
で
拾
い
合
う
閉
校

記
念
種
目
「
１
４
３
年
の
玉
拾
い
リ

レ
ー
」
に
児
童
ら
が
全
力
で
挑
み
、

思
い
出
を
胸
に
刻
み
ま
し
た
。

　
最
後
の
競
技
種
目
は
、
児
童
と
住

民
の
合
同
チ
ー
ム
で
競
う
「
地
区
紅

白
リ
レ
ー｣

。
児
童
が
手
に
し
た
バ
ト

ン
は
、
時
代
を
さ
か
の
ぼ
り
振
り
返

る
よ
う
に
各
世
代
の
卒
業
生
た
ち
へ

と
次
々
に
つ
な
が
れ
て
い
き
ま
し
た
。
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月
の
表
紙

　市民レポーターさくらんぼ特派員が「これはイイ」と感じた市内の観光やグルメ、
日常の風景などを自ら取材し、地元の魅力をどんどん紹介していくコーナーです。
　皆さんの所へ取材に伺った際は、ぜひご協力をお願いします。
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Twitterでも特派員が情報配信中　https://twitter.com/sagae_tokuhain

　日和田の八幡神社では、毎年９月14

日夜に日和田弥重郎花笠田植踊が奉納

されています。新型コロナウイルスの

影響で開催が心配されましたが無事こ

の日を迎え、継承している醍醐小学校

ふるさとクラブの児童10人が精一杯練

習の成果を披露しました。（北條幸子）

　秋の楽しみといえば、一つは「紅葉」ですね！ やまがた百名山の一つ・葉山の紅葉も例年10月に見頃を迎えます。紅葉狩りの休息に、葉山市民荘に立ち寄ってはいかがでしょうか。広々とした共用スペースから見える景色に風情を感じます。　　　　　（中島弘人）

　広がる田んぼと人家の中にこんもりとした木々が涼しげに群生している金谷の稲荷神社（下神社）。日常を忘れるほどのパワースポット的なたたずまいです。あくせくしている毎日ですが、ひんやりとした空気に包まれてエネルギーをもらいました。　（佐藤真由美）
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さがえの旬 な情報、ご覧ください！
寒河江市役所 検索

　日光を遮断し、室内の温度上昇を抑

えるグリーンカーテンが最上川ふるさ

と総合公園センターハウスの窓際一面

を覆っています。赤い実は「パッショ

ンフルーツ｣。南国の香りと光沢のある

葉の涼しげなカーテンで、心を癒やし

てくれています。　　　（酒井由美子）
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